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１．はじめに

岩手大学では，グローカルな視点で復興に尽力す

る学生を育成することを中期目標に掲げている。ま

た，同じように岩手県でも，「いわてグローカル人

材育成推進協議会」を設置し，岩手の豊富な資源を

積極的に生かし，世界に発信するグローバルな視点

をもち，世界の平和や国際的な課題解決，自立した

多文化共生社会の実現を担うことのできる人材の

育成を目指している。 
これらのことから，我々を取り巻く環境では「グ

ローカル」の視点の重要性が増してきているといえ

る。この視点は，小さい頃からの地域を愛好する態

度や世界を見据えたグローバルな思考を育てるこ

とで，大人になった際に社会的事象に対する見方・

考え方の一つとして発揮されると考えられる。 
そこで，本プロジェクトでは，岩手大学教育学部

附属小学校第 6 学年の総合的な学習の時間におい

て「グローカル人材」を育成するための単元を開発

し，実践を通して成果や課題を明らかにしていきた

い。 
そして，以下のような「グローカル人材（子供）」

を育てていきたい。 

例えば，グルーカルについて知ったり，自分たち

ができる活動を考え提案する。そこで身に付けたグ

ルーカルの視点を基に，後期から始まる卒業研究で

も継続的に個人で追究する。10 月の学習旅行では，

盛岡と函館を比較しながら，函館のグローカルにつ

いて追究し地域に提案していく。最終単元では，１

年間の学びを振り返り，中学校以降の自己の生き方

について，グローカルの視点を入れながら考えさせ

ていく。 

２．研究の重点

本プロジェクトでは，以下の２点を重点として取

り組む。

①グローカル人材に必要な資質・能力を，総合的な

学習の時間の目標と照らしながら明らかにする。 
②グローカル人材を育成する一年間の単元の構想

と授業実践を行う。 
 

３．結果

（１）グローカル人材に必要な資質・能力 
新学習指導要領において，総合的な学習の時間で

は，「探究的な見方・考え方を働かせ，横断的・総

合的な学習を行うことを通して，よりよく課題を解

決し，自己の生き方を考えていくための資質・能力

を育成する。」ことを目指している。 
目標の冒頭に示されている「探究的な見方・考え

方」には二つの要素が含まれる。一つは各教科にお

ける見方・考え方を総合的に働かせることである。

二つは，総合的な学習の時間に固有な見方・考え方

を働かせることである。固有な見方・考え方とは，

特定の教科等の視点だけで捉えきれない広範な事

象を，多様な角度から俯瞰して捉える視点であり，

課題の探究を通して自己の生き方を問い続けると

いう考え方である。

この考えをもとに本校では，学習指導要領に示さ

れている資質・能力の３つの柱の中に，以下の４つ

の能力を位置付け，研究を進めてきた。 
思考力・判断力・表現力等

問問
うう
力力

自己の考えとのずれや隔たり，また，対象へ

のあこがれや可能性を感じる中から，自分な

りのこだわりをもち，追究を進めるための原

動力を形成することができる力 

多様なローカル文化を理解し，グローバルな視点

をもちつつ，地域社会に貢献しようとする子供 
 
子供 
 

（令和２年３月４日受理）
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追追
究究
すす
るる
力力

課題解決のために，適切な活動において自

覚的に情報収集し，それをデータとして蓄積

する力。収集した情報が正しいかどうか判断

し，批判的に整理・分析し思考する力。 

表表
現現
すす
るる
力力

相手意識や他者意識をもちながら，他者へ

伝えたり，自分自身の考えとしてまとめたり

する力。伝えるための具体的な方法を身に付

けたり，実際の行動を起こしたりしながら表

現する力。 
学びに向かう力・人間性等 

見見
つつ
めめ
るる
力力

形成・確立された価値観をもとに，学んだ

ことの意味を自分とのかかわりにおいてとら

え，自己の生き方と結び付けて考えようとす

る力。 
 
（２）グローカル人材を育成する単元の構想 
①単元を通して目指す子供像 
一年間の大単元を通した追究するテーマを次の

ように設定した。 

そして，単元を通して目指す子ども像を以下のよ

うな３点に設定した。 
○自分たちの住んでいる盛岡市や岩手県をベース 
とし，魅力や資源を多様な方へ発信したいとい 
う願いをもち，主体的に追究しようとする姿。 

○外国人との関わりの中から，多様なローカル文化 
を認め，よさに気付き，尊重しようとする姿。 

○探究的な学習のプロセスを繰り返し，感性を働か 
せながら友達と考えを合わせたり，自分に取り入 
れたりして，課題を解決しようとする姿。 

 
②単元計画

上記のような子供を育てるために，以下のような

計画で５つの単元を構想し，年間を通して取り組む

こととした。 
４月 オリエンテーション 
５月 単元①「ラグビーワールドカップを盛り上げよう」 

岩手在住のナミビア人の方の講演 
盛岡市役所の方の講義 

６月 卒業研究スタート 
７月 単元②「ナミビアの方をおもてなししよう。」 
９月 ナミビア大使との交流 

１０月 単元③「グローカルをＳＤＧｓの視点で考えよう。」

ＳＤＧｓ学習会 学習旅行 
１１月 家庭教育学級 

ＳＤＧｓ講演会 
１２月 単元④「卒業研究発表会」  
２月 単元⑤「グローカルセミナー」 

 
 
 
 
 
 
 
 

ナミビア大使との交流の様子 
③単元の内容 

単単元元①①「「ララググビビーーワワーールルドドカカッッププをを盛盛りり上上げげよようう」」  
オリエンテーションを行い「グローカル人材」の

意味を知り，岩手県や盛岡市における外国人との関

わりに注目させる。ラグビーワールドカップの開催

地の一つに釜石市が選ばれていること，ナミビア共

和国のホストタウンとして盛岡市が選ばれている

ことから，ナミビア共和国について人との関わりを

通して追究し，遠く離れた外国の生活や文化につい

て学んでいく。 
単単元元②②「「ナナミミビビアアのの方方ををおおももててななししししよようう。。」」  
ナミビア共和国について追究し，そのよさについ

て学んだことから単元の学習を発展させる。盛岡市

がナミビア共和国のホストタウンに選ばれている

ものの，市民の周知度が低いという事実から問題意

識をもち，ナミビア共和国の選手を迎えるために自

分たちにできることを考え，行動する。 
単単元元③③「「ググロローーカカルルををＳＳＤＤＧＧｓｓのの視視点点でで考考ええよようう。。」」  
グローカルについてより深く追究するために，地

域社会や世界を見直す視点としてＳＤＧｓの視点

をもつ。世界共通の到達目標であるＳＤＧｓを知る

ことから始め，盛岡の街づくりを見直したり，学習

グローカルな人になろう！ 
～岩手と世界をつなぐ人～ 
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旅行において函館市の取り組みから学んだりする。 
単単元元④④「「ググロローーカカルルのの視視点点でで追追究究ししよようう！！卒卒業業研研究究」」  
これまでに学習したグローカルな視点を基に，盛

岡市や岩手県における課題を見出す。個人で取り組

む追究課題を設定し，探究活動を行う。地域のため

に自分はどのような取り組みができるのかを考え，

卒業研究発表会で提案する。 
単単元元⑤⑤「「ググロローーカカルルなな人人ととはは？？ググロローーカカルルセセミミナナーー」」  
岩手県におけるグローカル人材の方にお話を伺

う。今年度は，ＳＤＧｓの視点から地域の発展に貢

献しようとしている方にお話を伺った。自分が一年

間行ってきた学習を振り返りながら，小学校を卒業

する段階での「未来の自分像」を思い描き表現する

ことで，自分の生き方を考える。 
 
（３）実践について 
単単元元①①「「ララググビビーーワワーールルドドカカッッププをを盛盛りり上上げげよようう」」  
①単元との出会い 
子供たちにとって「グローカル」という言葉は

初めて聞く言葉であると予想した。そのため今年

度は自然に世界へと目が向くようにラグビーワー

ルドカップを題材に設定した。盛岡市が，ナミビ

ア共和国のキャンプ地に選ばれていることから，

素直な問いを出し合った。「ナミビアとはどこにあ

るのか。」「どんな国なのか。」「どうして盛岡が選

ばれたのか。」など，たくさんの問いが生まれた。

そこで，まずはインターネットで概要を調べる活

動を行った。 
 
②ナミビア人の方との交流

インターネットの情報だけでは分からないこと

を追究するために，岩手県在住のナミビア人の方を

ゲストティーチャーに招いてお話していただいた。

ナミビア共和国の人々のくらしや伝統文化，観光ス

ポットなどを紹介していただいた。実際にナミビア

人の方からお話を聞くことで，ナミビア共和国の魅

力に気付き，盛岡市にはないよさを考えることがで

きた。また，ゲストティーチャーが，ナミビア共和

国と岩手，盛岡の魅力を両方知っていること。それ

ぞれのよさを認めてつなぐ役割をしたいと願って

いることから，「グローカル」の考え方にふれるこ

とができた。

ゲストティーチャーとの出会いをきっかけに，地

域と世界をつなぎ，地域に貢献できる人として「グ

ローカル人材」について学んでいくという大きなテ

ーマを設定した。

ナミビア人の方の講演の様子 

単単元元②②「「ナナミミビビアアのの方方ををおおももててななししししよようう。。」」  
①単元との出会い（第 単元の発展）

子供たちは，第 単元の追究活動を通して，ナミ

ビア共和国の魅力について知り，どのような国なの

かをまとめることができた。その上で，家庭への調

査活動を行い，ナミビア共和国の知名度を確かめた。

そのお結果，ナミビア共和国について知っている人

の少なさを実感した。

家庭への調査結果

盛岡市全体ではどのような状況なのかを知るた

めに，盛岡市役所の方を招いてお話を伺った。盛岡

市としても，受け入れのための周知がうまく進んで

いないこと。なんとか，ナミビアの選手を歓迎し，

もてなしたいと考えていることを知った。

追追
究究
すす
るる
力力

課題解決のために，適切な活動において自

覚的に情報収集し，それをデータとして蓄積

する力。収集した情報が正しいかどうか判断

し，批判的に整理・分析し思考する力。 

表表
現現
すす
るる
力力

相手意識や他者意識をもちながら，他者へ

伝えたり，自分自身の考えとしてまとめたり

する力。伝えるための具体的な方法を身に付

けたり，実際の行動を起こしたりしながら表

現する力。 
学びに向かう力・人間性等 

見見
つつ
めめ
るる
力力

形成・確立された価値観をもとに，学んだ

ことの意味を自分とのかかわりにおいてとら

え，自己の生き方と結び付けて考えようとす

る力。 
 
（２）グローカル人材を育成する単元の構想 
①単元を通して目指す子供像 
一年間の大単元を通した追究するテーマを次の

ように設定した。 

そして，単元を通して目指す子ども像を以下のよ

うな３点に設定した。 
○自分たちの住んでいる盛岡市や岩手県をベース 
とし，魅力や資源を多様な方へ発信したいとい 
う願いをもち，主体的に追究しようとする姿。 

○外国人との関わりの中から，多様なローカル文化 
を認め，よさに気付き，尊重しようとする姿。 

○探究的な学習のプロセスを繰り返し，感性を働か 
せながら友達と考えを合わせたり，自分に取り入 
れたりして，課題を解決しようとする姿。 

 
②単元計画

上記のような子供を育てるために，以下のような

計画で５つの単元を構想し，年間を通して取り組む

こととした。 
４月 オリエンテーション 
５月 単元①「ラグビーワールドカップを盛り上げよう」 

岩手在住のナミビア人の方の講演 
盛岡市役所の方の講義 

６月 卒業研究スタート 
７月 単元②「ナミビアの方をおもてなししよう。」 
９月 ナミビア大使との交流 

１０月 単元③「グローカルをＳＤＧｓの視点で考えよう。」

ＳＤＧｓ学習会 学習旅行 
１１月 家庭教育学級 

ＳＤＧｓ講演会 
１２月 単元④「卒業研究発表会」  
２月 単元⑤「グローカルセミナー」 

 
 
 
 
 
 
 
 

ナミビア大使との交流の様子 
③単元の内容 

単単元元①①「「ララググビビーーワワーールルドドカカッッププをを盛盛りり上上げげよようう」」  
オリエンテーションを行い「グローカル人材」の

意味を知り，岩手県や盛岡市における外国人との関

わりに注目させる。ラグビーワールドカップの開催

地の一つに釜石市が選ばれていること，ナミビア共

和国のホストタウンとして盛岡市が選ばれている

ことから，ナミビア共和国について人との関わりを

通して追究し，遠く離れた外国の生活や文化につい

て学んでいく。 
単単元元②②「「ナナミミビビアアのの方方ををおおももててななししししよようう。。」」  
ナミビア共和国について追究し，そのよさについ

て学んだことから単元の学習を発展させる。盛岡市

がナミビア共和国のホストタウンに選ばれている

ものの，市民の周知度が低いという事実から問題意

識をもち，ナミビア共和国の選手を迎えるために自

分たちにできることを考え，行動する。 
単単元元③③「「ググロローーカカルルををＳＳＤＤＧＧｓｓのの視視点点でで考考ええよようう。。」」  
グローカルについてより深く追究するために，地

域社会や世界を見直す視点としてＳＤＧｓの視点

をもつ。世界共通の到達目標であるＳＤＧｓを知る

ことから始め，盛岡の街づくりを見直したり，学習

グローカルな人になろう！ 
～岩手と世界をつなぐ人～ 
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市役所の方から盛岡市の現状を学ぶ様子

②ナミビア共和国についての発信活動

子供たちは，ナミビア共和国について盛岡の人に

知ってもらいたい，市民が知っている上で歓迎した

いという願いをもった。そこで，盛岡市民に向けて

ナミビア共和国とラグビーワールドカップについ

て知ってもらうための発信活動を行った。

③ナミビアの人に向けたＣＭ動画づくり

盛岡市民に向けての発信活動の後，さらに自分た

ちにできることを考えた。今度は，盛岡を訪れるナ

ミビア人選手の方や外国人の方に向けて，盛岡の魅

力を発信したいと考えた。

外国人に分かりやすく魅力を伝えるためには，映

像が有効だと考え紹介動画づくりを行うことにし

た。プログラミングソフト を用いて画像を

編集した。できあがった動画は，ナミビア大使，市

役所の方を通じて選手に届けていただいた。

プログラミングで画像を編集する様子

  
  

単単元元③③「「ググロローーカカルルををＳＳＤＤＧＧｓｓのの視視点点でで考考ええよようう。。」」  
①学習旅行のねらい 
本校では，６年間の学びを生かし，見学や体験

を通して見聞を広め，総合的な力を育むことを目

的に函館市への学習旅行を行なっている。今年度

も，ねらいの一つに「グローカルな視点」を取り

入れて活動を設定した。歴史的にも外国との関わ

りが強く，たくさんの外国人が訪れ魅力を感じる

函館市において，どのようなグローカルな取り組

みがあるのか追究させたいと考えた。また，函館

市が新しくＳＤＧｓの視点を取り入れてながら街

づくりを行っていることから，グローカルを考え

る上で大切な視点と考え取り入れることにした。 
 

②ＳＤＧｓ学習会について 
あらたにＳＤＧｓの視点を取り入れるにあたっ

て岩手県でＳＤＧｓを広めるために活動している

方をゲストティーチャーに招いて学習会を行った。

子供たちは，世界共通の到達目標であるＳＤＧｓの

考え方について基礎的な知識を学んだ。その後，ゲ

ームを通して，自分たちの行動が世界をつくってい

ることや，声を上げ協力して問題に取り組む必要が

あることなどを体験的に学んだ。この体験から新た

な視点をもち，盛岡市の街づくりを見直したり，函

館市の街づくりから学びたいと考えた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ゲームを通してＳＤＧｓを学ぶ様子 

－ 72 －

教育実践研究論文集　第７巻



③追究活動について 
函館市においてどのようなグローカルな取り組

みがあるのかを追究するために，以下の３つの活動

を設定した。 
・自主研修 

４人グループでの自主研修を３回設定し，実 
際に函館の街を歩きながら魅力を追究した。グ 
ローカルな視点に立って歴史的建造物や交通 
などの街の様子を視覚的に捉え，施設の見学を 
通して歴史的背景を学んだ。また，研修中に出  
会った函館市の方や観光客の方に対して，パン 
フレットを配り，盛岡市の魅力をＰＲする活動 
を行った。 

・体験学習 
函館市役所やテレビ局，資料館や企業などで 

体験学習を行ない，人と関わりながら街の魅力 
を体験的に追究する活動を行った。子供たちは， 
建造物などのハード面だけではなく，それを維 
持したり発信したりする人の存在に気付いた。 

・街づくりに関わる方の講演 
函館市で実際に街づくりに携わる方から函 

館市のローカルな魅力と，グローバルな取り組  
みについてお話をいただいた。また，ＳＤＧｓ  
の考え方と，街づくりへの生かし方についても 
お話しいただいた。子供たちは，自主研修や体 
験学習で見つけた函館市の魅力についてお話 
の内容と比較しながら確かめることができた。 

 
 
 
 
 
 
 
 
ＳＤＧｓの視点をもちながら函館の街づくりを進

めているゲストティーチャーによる講演の様子 
 
 
 

単単元元④④「「ググロローーカカルルのの視視点点でで追追究究ししよようう！！卒卒業業研研究究」」  
①卒業研究について

本校では，４年間の総合的な学習の時間のまとめ

として「卒業研究発表会」を設定している。これま

でに身に付けた探究的な学習の過程「①課題の設定

→②情報の収集→③整理・分析→④まとめ・表現」

を踏みながら，個人で追究していった。これに「グ

ローカルの視点」を取り入れ，グローカル人材につ

いて学んできたことを基に，地域の魅力を広く発信

するという視点で課題を設定したり，地域の課題を

広い視野から俯瞰して捉え，解決の方法を考えたり

することをねらいとした。

②テーマ設定について

子供の追究課題（テーマ）を設定するにあたって

以下の４点を視点として示し，地域を「岩手」に限

定した。

県産品販路開拓人材育成プログラムログラム

ものづくり産業海外展開人材育成プログラム

交流人口拡大促進人材育成プログラム

持続可能型地域づくり産業人材育成プログラム

これは，岩手県が目指す「グローカル人材育成プ

ログラム」と合致するものであり，この単元までに

「グローカル人材」について学んできたからこそ，

テーマ設定の視点として捉えられるものである。

子供たちが実際に取り組んだテーマは以下のよ

うなものである。

・「岩手の山ぶどう～山ぶどうワインを広めよう～」」

・「地域の交通岩手銀河鉄道」 
・「岩手のよさをホヤから発見！」

・「盛岡市に残したい和風の文化」

・「レッツ エンジョイ 動物公園の魅力」

・「猫にも人にも住みよい街づくり」

④発表の様子

子供たちは約６カ月という長い追究活動を通し

て自分なりにまとめたことについて，７分間のプレ

ゼンテーションを行った。

市役所の方から盛岡市の現状を学ぶ様子

②ナミビア共和国についての発信活動

子供たちは，ナミビア共和国について盛岡の人に

知ってもらいたい，市民が知っている上で歓迎した

いという願いをもった。そこで，盛岡市民に向けて

ナミビア共和国とラグビーワールドカップについ

て知ってもらうための発信活動を行った。

③ナミビアの人に向けたＣＭ動画づくり

盛岡市民に向けての発信活動の後，さらに自分た

ちにできることを考えた。今度は，盛岡を訪れるナ

ミビア人選手の方や外国人の方に向けて，盛岡の魅

力を発信したいと考えた。

外国人に分かりやすく魅力を伝えるためには，映

像が有効だと考え紹介動画づくりを行うことにし

た。プログラミングソフト を用いて画像を

編集した。できあがった動画は，ナミビア大使，市

役所の方を通じて選手に届けていただいた。

プログラミングで画像を編集する様子

  
  

単単元元③③「「ググロローーカカルルををＳＳＤＤＧＧｓｓのの視視点点でで考考ええよようう。。」」  
①学習旅行のねらい 
本校では，６年間の学びを生かし，見学や体験

を通して見聞を広め，総合的な力を育むことを目

的に函館市への学習旅行を行なっている。今年度

も，ねらいの一つに「グローカルな視点」を取り

入れて活動を設定した。歴史的にも外国との関わ

りが強く，たくさんの外国人が訪れ魅力を感じる

函館市において，どのようなグローカルな取り組

みがあるのか追究させたいと考えた。また，函館

市が新しくＳＤＧｓの視点を取り入れてながら街

づくりを行っていることから，グローカルを考え

る上で大切な視点と考え取り入れることにした。 
 

②ＳＤＧｓ学習会について 
あらたにＳＤＧｓの視点を取り入れるにあたっ

て岩手県でＳＤＧｓを広めるために活動している

方をゲストティーチャーに招いて学習会を行った。

子供たちは，世界共通の到達目標であるＳＤＧｓの

考え方について基礎的な知識を学んだ。その後，ゲ

ームを通して，自分たちの行動が世界をつくってい

ることや，声を上げ協力して問題に取り組む必要が

あることなどを体験的に学んだ。この体験から新た

な視点をもち，盛岡市の街づくりを見直したり，函

館市の街づくりから学びたいと考えた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ゲームを通してＳＤＧｓを学ぶ様子 
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【発表例１】

追究課題「岩手のよさをホヤから発見！」

このテーマは，「 県産品販路開拓人材育成プロ

グラム」にあたる。岩手県の特産品であるホヤに注

目し，育成方法や岩手ならではの味の魅力について

漁師さんを取材して学んだことを中心にレポート

にまとめた。レポートにまとめる際には，集めた情

報を付箋に書いて整理したり，フィッシュボーン図

に書き出して構成を練ったりした。発表会では，ホ

ヤの殻むきの実演なども行いながら，聞く人を惹き

つけることができた。

レポートの構成を考えるフィッシュボーン図

【発表例２】

追究課題「レッツ エンジョイ 動物公園の魅力」

このテーマは，「 交流人口拡大促進人材育成プ

ログラム 」にあたる。自分の大好きな盛岡市動物

公園の利用者数が，年々減少していることに問題意

識をもち，動物公園の現状について見学やインタビ

ューを通して細かく調べた。幅広い年齢層が利用し

やすい環境整備を提案することができた。この発表

は，動物公園の園長さんも参観し，提案を参考にし

たいとおっしゃっていた。

資料を提示しながら発表する様子

単単元元⑤⑤「「ググロローーカカルルなな人人ととはは？？ググロローーカカルルセセミミナナーー」」  
①活動のねらい

一年間を通して探究してきた「グローカル人材

になろう！」のまとめとなる単元である。これまで

の学習を振り返り，「グローカル人材」について学

んできたことをまとめると共に，卒業する自分の今

までの生活やこれからの生き方を見つめ直し，中学

校への希望や意欲を醸成させたいと考えた。また，

１０年後，２０年後の将来を見据え，「働く」とい

うことについて現時点での考えをもたせたいと考

えた。そこで，グローカルな取り組みをＳＤＧｓの

視点をもちながら行なっている方からのお話を聞

いたり，職業について調べたりして追究し，小学校

を卒業する段階での「未来の自分像」を思い描き表

現することで，自己の生き方を見つめさせたいと考

え設定した。 

②ゲストティーチャーのお話から

岩手県に在住し，ＳＤＧｓの視点を取り入れなが

ら地域の活性化に貢献している方をゲストティー

チャーに招いた。

【二戸市馬場農場 馬場淳さん】

二戸市浄法寺で農業を営んでいる馬場さんに講

演をいただいた。馬場さんは，二戸市の人口が年々

減少していることに問題意識をもち，浄法寺の風土

を生かした農業で地域を活性化させたい，働きがい

のある魅力的な職場を地域に創りたいと考えてい

た。ヨーロッパ各地を視察し，地域活性化のヒント

を得ていた。ぶどうに高級ワインとしての付加価値

をもたせることで地域を活性化させたり，クリーン

エネルギーによる発電で街を活性化させたり，地域

の特性を生かした挑戦について学ぶことを通して，

ホワイトアスパラの生産にたどり着いた。現在は，

二戸市浄法寺にしかない魅力の一つに数えられる

特産物となっている。
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ゲストティーチャーの講演の様子

子供たちは，ゲストティーチャーの生き方から，

「失敗を恐れずに新しいことに挑戦すること」「広

い視野から物事を見ること」「一つのことに全力を

尽くすこと」などを学んだ。この学びを生かし，自

分の夢や希望を実現させるために必要なことを考

えた。

ホワイトアスパラを試食する様子

③大切にしたい言葉発表会

「働く」ということについて，将来就きたい仕事

の概要を調べたり，家族の仕事を調査したり，ゲス

トティーチャーの講演を聞いたりして学んだこと

を基に，今後の自分の理想の姿を考えた。そして，

自分の夢を実現するために，どのようなことが大切

なのかを考えた。そこからオリジナルの四字熟語に

表し，中学校に向けた決意を発表した。子供たちが

考えた四字熟語の文字の中には，世界の「世」，持

続の「続」など，グローカルについて学んできたこ

とが反映されていた。

決意を四字熟語に表して発表する様子

子供の考えたオリジナル

の四字熟語。人と調和を大

切にしながら夢に向かって

努力したいという思いと，

持続可能な平和な世界に貢

献できる人になりたいとい

う思いが込められている。

４．まとめ

小学校６年生という時期に，「グローカル人材」

について学び，広く世界に目を向けてみる経験をし

たことや，地域の魅力や自己の生き方を見つめ直し

たことは，子供たちにとって大変有効だったと考え

る。

①グローカル人材に必要な資質・能力について 
【問う力】 

子供たちがこれまでに知らなかった「グロー 
カル」という言葉や考え方を知り，ラグビーワ 
―ルドカップをきっかけにして，今までにふれ 
ることのなかった外国に興味・関心をもつこと 
ができた。外国の生活や文化のよさを認め，尊 
重しようとする態度を育てることができた。 
周知度の低さという盛岡市の抱えていたオ 
ーセンティックな課題に取り組むことにより， 
地域の魅力や資源をより広い視野から見直し， 
課題を見つけ，自分なりのこだわりをもって追 
究するための言動力を醸成できた。 

【追究する力】 
ＳＤＧｓを学び，新たな視点で地域を見直す 

ことにより，卒業研究や学習旅行でも人と関わ 

【発表例１】

追究課題「岩手のよさをホヤから発見！」

このテーマは，「 県産品販路開拓人材育成プロ

グラム」にあたる。岩手県の特産品であるホヤに注

目し，育成方法や岩手ならではの味の魅力について

漁師さんを取材して学んだことを中心にレポート

にまとめた。レポートにまとめる際には，集めた情

報を付箋に書いて整理したり，フィッシュボーン図

に書き出して構成を練ったりした。発表会では，ホ

ヤの殻むきの実演なども行いながら，聞く人を惹き

つけることができた。

レポートの構成を考えるフィッシュボーン図

【発表例２】

追究課題「レッツ エンジョイ 動物公園の魅力」

このテーマは，「 交流人口拡大促進人材育成プ

ログラム 」にあたる。自分の大好きな盛岡市動物

公園の利用者数が，年々減少していることに問題意

識をもち，動物公園の現状について見学やインタビ

ューを通して細かく調べた。幅広い年齢層が利用し

やすい環境整備を提案することができた。この発表

は，動物公園の園長さんも参観し，提案を参考にし

たいとおっしゃっていた。

資料を提示しながら発表する様子

単単元元⑤⑤「「ググロローーカカルルなな人人ととはは？？ググロローーカカルルセセミミナナーー」」  
①活動のねらい

一年間を通して探究してきた「グローカル人材

になろう！」のまとめとなる単元である。これまで

の学習を振り返り，「グローカル人材」について学

んできたことをまとめると共に，卒業する自分の今

までの生活やこれからの生き方を見つめ直し，中学

校への希望や意欲を醸成させたいと考えた。また，

１０年後，２０年後の将来を見据え，「働く」とい

うことについて現時点での考えをもたせたいと考

えた。そこで，グローカルな取り組みをＳＤＧｓの

視点をもちながら行なっている方からのお話を聞

いたり，職業について調べたりして追究し，小学校

を卒業する段階での「未来の自分像」を思い描き表

現することで，自己の生き方を見つめさせたいと考

え設定した。 

②ゲストティーチャーのお話から

岩手県に在住し，ＳＤＧｓの視点を取り入れなが

ら地域の活性化に貢献している方をゲストティー

チャーに招いた。

【二戸市馬場農場 馬場淳さん】

二戸市浄法寺で農業を営んでいる馬場さんに講

演をいただいた。馬場さんは，二戸市の人口が年々

減少していることに問題意識をもち，浄法寺の風土

を生かした農業で地域を活性化させたい，働きがい

のある魅力的な職場を地域に創りたいと考えてい

た。ヨーロッパ各地を視察し，地域活性化のヒント

を得ていた。ぶどうに高級ワインとしての付加価値

をもたせることで地域を活性化させたり，クリーン

エネルギーによる発電で街を活性化させたり，地域

の特性を生かした挑戦について学ぶことを通して，

ホワイトアスパラの生産にたどり着いた。現在は，

二戸市浄法寺にしかない魅力の一つに数えられる

特産物となっている。
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りながら情報収集し，蓄積することができた。 
卒業研究では，ピラミッドチャートやフィッシ  
ュボーン図などの思考ツールを用いながら情 
報を整理・分析し，設定した課題に対して自 
分なりの考えをもつことができた。 

【表現する力】 
これまでの学習単元に「グローカルな視点」

や「ＳＤＧｓの視点」を取り入れたことや，実

際に外国の方と関わって学んだことにより，ロ

ーカルな魅力や資源を，広くグローバルに伝え

るという考えに立って表現することができた。 
【見つめる力】 

一年間を通して「グローカルな人になろう！」 
をテーマに追究し，人と関わりながら学習を進 
めたことにより，「広い視野に立って物事を見 
る」という価値観が育った。また，世界共通の  
到達目標であるＳＤＧｓについて知ったこと

により，一人一人の行動が世界とつながるとい

う視点をもつことができた。見方・考え方が狭 
くなりがちな子供にとって「グローカル」に物 
事を考えることは，今後，自分の生き方を選択 
していく上でも一つの重要な視点になると考 
える。 

 
②グローカル人材を育成する単元の構想と授業実践 
単元構想と授業実践については前項で記述した

ように，一年間の大きなテーマをもちながら，各単

元の目標や育てたい資質・能力を考えて実践してき

た。年度当初は，「グローカル人材とは，どのよう

な人なのか。」という問いに答えられなかった子供

たちも，現在では，「地域の魅力を世界に広く発信

する人」「地域と世界をつなぐ人」など，自分なり

の解をもって説明できるようになっている。また，

ＳＤＧｓについても学習することで，自分たちの行

動が世界の問題解決につながることや，より広い視

野から地域社会や自己の行き方を見つめ直すこと

ができた。一年間という長いスパンでテーマを設定

したことや，外国人との関わりの中から世界に目を

向けさせたことが有効であったと考える。

今後の課題としては，「グローカル人材」をより

具体的にイメージできるようにすること。子供が本

当に追究したくなるような出合わせ方を検討する

こと，子供が試行錯誤しながら考えを練り直せるよ

うな幅をもった単元構想をすることなどが挙げら

れる。子供たちにとって価値のある題材であるため，

追究の意欲が持続し，主体的に学び続けられるよう

な手だてを取っていきたい。
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